








騒音について
ご使用に際し、周囲に迷惑をかけないように、各都道府県などの条例で定める騒
音規制値以下でご使用になる必要があります。必要に応じてしゃ音壁を設けるなどし
てください。

二重絶縁について
二重絶縁とは、電気回路と使用者の間が異なる２つの絶縁物により絶縁され、感電に
対する安全性が高くなった構造を言います。このためアース（接地）する必要があり
ません。 

■各部の名称

電源コード

本体

電源スイッチ

ストッパボタン

チャック部
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■仕様
・電源 ………… 単相・交流 100V 50/60Hz
・消費電力 ………………………………… 15W
・無負荷回転数 ………………… 16,500min -1
・取付ビット軸（径） ………………… 2.35mm
・本体寸法 長さ 195mm×太さ（径）29mm
・質量 …………………………………… 0.15kg
・定格使用時間 ……………………………15 分
・絶縁方式 …………………………… 二重絶縁

・ 定格使用時間以上の連続使用はしないでください。
 定格使用時間 15 分
・ 長時間使用する場合は、指定の定格使用時間で必ず一度電源スイッチを
切り（OFF）、約 15 分たってから使用してください。
 （電源スイッチの入切による連続運転は連続使用と同様です。）

■付属品
・スパナ…………………………1
・ビット…………………………3
　（ダイヤビット、軸付砥石 、ハイスビット各 1本）

■用途
・ガラス・金属・木材の切削・研磨・彫刻に

 警 告
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■電源の接続とスイッチ操作

・ 電源プラグを電源コンセントに接続するときは、必ず電源スイッチが切れていること
を確認してください。電源スイッチが入ったまま電源を接続すると不意な始動による
けがの原因になります。

・ 使用後や点検、先端工具（ビット）の交換の際は、必ず電源プラグを電源コンセント
から抜いてください。不意な始動によりけがの原因になります。

電源プラグを所定の電源コンセントに確実
にさし込んで接続します。電源の接続がで
きましたら、電源スイッチを操作します。

電源スイッチは（ON）マークの付いた方を押
すと入り（OFF）マークの付いた方を押すと
切れます。

■使用方法

・ 巻込み事故防止のため、手袋などの着用は絶対にしないでください。
・ 目を保護する保護めがねを着用してください。
・ 作業中は、目を先端工具部分に近づけないでください。
・ 本体や先端工具（ビット）に衝撃をかけますと砥石にヒビが入ったり、割れたりする
おそれがありますので、取扱いには十分注意してください。

・ 必要以上に押さえ付けないでください。作業効率が悪いだけでなく、機械に余分な負
担がかかり、故障や先端工具（ビット）の変形、破損事故の原因となります。

・ 万一、本体を誤ってぶつけたり、落としたりしたときは、必ず砥石のヒビ割れや、本
体に破損などがないことを十分に確認してください。そのまま使用すると事故の原因
になります。

・高価な材料および滑りやすい材料を加工する
場合は、加工材をしっかりと保持固定し、慎
重に作業を行なってください。

電源スイッチ

 警 告

 警 告

 注 意
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・ 電源プラグを電源コンセントに接続する前に、先端工具（ビット）がチャック部に確実
にセットされていることを確認してください。

・ 身体を安定した姿勢にし、加工材をしっかりと保持するか、ものによっては固定するな
どしてください。

・ 電源スイッチが切る（OFF）、となっていることを確認してから、電源を接続します。
・ 電源スイッチを入れ（ON）、回転が安定してから作業を開始してください。
・ 回転がいちじるしく落ちるほど、強く押さえないでください。
・ 作業の途中で、先端工具（ビット）を交換するときは、電源スイッチを切った（OFF）のち、
電源プラグを電源コンセントから抜いてください。

・ 先端工具が熱くなっていることがあります。手でさわっても熱くない程度まで冷えたこ
とを確認してから、交換作業をしてください。

・ 作業中、本体が熱くなったときは一旦作業を中断し、
冷えてから再開してください。

・ 使用後は、電源スイッチを切った（OFF）のち、
電源プラグを電源コンセントから抜いてください。

・ 電源プラグは、必ず手で持って抜いてください。
電源コード部分を持って引抜かないでください。

・ 回転が止まっていることを確認してから、粉じん
などを取除き、次回の使用に備えてください。

■先端工具（ビット）の選択
・先端工具は能力に合ったものを使用してください。
・同等品を使用する場合は、寸法および形状が同じ物を使用してください。
・機種に適合しない先端工具を使用すると、機械の故障の原因になります。
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■保守と点検

・ 保守、点検、部品交換などのお手入れの前に、必ずスイッチを切り、電源プラグを電
源コンセントから抜いてください。不意な始動によりけがの原因になります。

・ 使用後は、粉じんなどを取除いたのち先端工具（ビット）を取外して保管してください。
・ 使用後は、次回の使用に備えてネジ類のゆるみや、異常箇所が無いことを確認しておい
てください。万一、異常があったときはそのまま放置せず、お買い上げの販売店に点検、
修理を依頼してください。

・ 先端工具は乾いた布などで汚れを拭き取り、ザビ防止のため、薄くサビ止め油などを塗っ
ておいてください。

・ 本体の汚れは乾いた布で軽く汚れを拭き取るようにしてください。チャック部には、ザ
ビ防止のため薄くサビ止め油などを塗っておいてください。

・ 本体は防水構造ではありませんので、絶対に水などを付けて洗ったり、拭いたりしない
でください。また、絶対に揮発系の溶剤やガソリン、シンナーなどでも洗ったり、拭い
たりしないでください。変形、変色の原因となります。

・ 保管は小さいお子さまの手の届かない、室内の安定したところにしてください。また、
湿気がなく、直射日光の当たらない涼しい場所で、高温にならないところに保管してく
ださい。

 警 告






